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●昭和35年11月20日、北見市生まれ
●北海道立北見柏陽高等学校卒業
北海学園大学工学部土木工学科卒業
北海商科大学大学院商学研究科修士課程修了

●大学卒業後、家業の建設業に8年間従事
●北見市議会議員平成3年より 1期
●北海道議会議員平成7年より 5期連続
●衆議院議員平成24年初当選・平成29年 2期目
●財務大臣政務官令和2年9月～令和3年10月
●参議院議員令和4年7月初当選。

【現 在】
●参議院
農林水産委員会理事、予算委員会委員
地方創生及びデジタル社会の形成等に関する特別委員会委員
資源エネルギー・持続可能社会に関する調査会委員
●自民党
参議院国会対策委員会副委員長
農林水産関係団体委員会副委員長
地方組織・議員総局次長

【政治信条】 世のため人のため 【特 技】 トイレ掃除 【趣 味】 散歩・自宅で筋トレ 【好 物】 ジンギスカン・甘い玉子焼き・そば
【家 族】 妻・一男二女・孫4人（男の子1人・女の子3人）

令和５年度予算閣議決定!
過去最大の約114兆3800億円

次期、通常国会に向けて

参議院議員・自由民主党北海道参議院選挙区第一支部長

令和５年度予算案が令和４年12月23日に閣議決定されました。歳出規模は４年度当初予算比で６兆７千億円

増となり、１１４兆３８００億円と過去最高額です。新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止と社会経済活動の
両立、グリーン社会やデジタル田園都市国家構想の実現に向けた取組み、さらに、農林水産業の振興や防災・
減災、国土強靱化に加え、防衛力の抜本的強化と食料安全保障など、様々な法案や予算などを成立させるべく、
通常国会に臨んで参ります。
北海道開発予算では、今年度当初予算より３億円増の５,７０５億円を計上。
道民生活経済の発展に必要な社会インフラ整備、日本の食料安全保障を担う
農水産業強化、観光産業の立て直し、物価高に挑む中小・零細企業支援、
日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震への対応を含む、国土強靱化の強力な
推進、ゼロカーボン北海道等の実現、ウポポイ等を通じたアイヌ文化の復興・
創造及び国民理解の促進、北方領土隣接地域振興対策など、必要な予算を
オール北海道一丸となり確保できたと思います。

昨年の参議院議員選挙から約５か月、道民の皆さま
の安全安心な生活と道内経済の発展のために奔走し
て参りました。世界情勢が不安定な今、北海道の強み
を最大限に活かして、道内経済の活性化と安全安心
な暮らしを守る決意です。179市町村の皆さまの声を

国政へ届けるべく全道を駆け巡ります。引き続きご指
導ご鞭撻のほど宜しくお願い申し上げます。

自由民主党北海道参議院選挙区第一支部
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北海道総合振興特別委員会の一員
として松野官房長官へ申入れ 参議院農林水産委員会
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令和4年12月2日、令和4年度第2次補正予算が成立！

物価高騰・賃上げへの取り組み 兆円

令和4年12月10日、第210回臨時国会が閉会しました。国民生活・経済に深く関わる重要な議論が行われ物価
高騰の対策、旧統一教会を発端とした被害者救済法の成立。米・畑作・畜酪対策などの食糧安全保障、国家安全
保障の根幹をなす防衛力強化策など、69日間の会期では、第２次補正予算が成立し、重要な政策課題に一定の成
果を得られたと考えます。

7.8
●エネルギー・食料品等の価格高騰により厳しい状況にある生活者・事業者支援

・電気（家庭）：1月から2割引き下げ ・ガソリン：▲30円/ℓ（11月）抑制を継続
家計支援：電気・ガス・ガソリン合計4.5万円の不安軽減（1～9月、標準世帯）

●エネルギー・食料品等の効きに強い
経済構造への転換

・輸入小麦の政府売渡価格の据置きや配合飼料負担の上昇抑制等に加え、
引き続き、必要な措置を講じる

・ゼロエミッション電源を最大限に活用
・省エネ投資に今後3年間で集中支援
・肥料・農産物等の国産化支援

●継続的な賃上げの促進・中小企業支援

・インセンティブ強化
・賃上げ環境整備
・中小企業・小規模異業者の生産性向上等の支援

円安を活かした地域の稼ぐ力の回復・強化 兆円3.5
●コロナ禍からの需要回復、地域活性化

・全国旅行支援
・文化芸術スポーツ振興など
・観光産業支援

●円安を活かした経済産業構造の強靭化
・海外から日本が期待される物資の供給力強化と
輸出拡大
・中小企業等の輸出拡大 ・農林水産物の輸出拡大

新しい資本主義の加速 兆円5.5
●人への投資・労働市場改革・資産所得倍増
●成長分野における大胆な投資促進

●妊娠出産から2歳に焦点を当てた支援
●女性活躍、孤独・孤立対策

国民の安全・安心の確保 兆円7.5
●ウィズコロナ下での感染症対応の強化

・保健医療体制の強化・重点化と雇用、暮らしを守る支援 ・感染症拡大防止と次の感染症危機への備え

●防災・減災、国土強靭化・自然災害からの復旧・復興

・「防災・減災、国土強靭化のための5ヶ年加速化対策」に基づく取組推進など

●外交・安全保障環境の変化への対応

・経済安全保障(重要物資の安定供給・重要技術の開発) ・食料安全保障(農産物等の国内生産拡大)

●こどもの安全・安心の確保

・送迎用バスの安全装置改修支援などを内容とする「こどもの安心・安全対策支援パッケージ」の推進
＊JiminNEWS号外より一部抜粋

TEL 03-6550-0424 FAX 03-6551-0424

公式HP Twitter Facebook


